
「改革」の歩みを加速  「安心」の地域社会へ
第20回通常総代会 全議案原案通り可決
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ＪＡ秋田ふるさとは、新たな期待を創造します。
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あの時、君は若かった。
At that time you were young.

ＴＯＰ

ＥＳＳＡＹ
【トップエッセイ】

過去の広報誌から当時の思いと今の思い、
これからを綴ります

佐藤　誠一

VOL.3
代表理事専務（金融共済担当）

　

思
い
起
こ
せ
ば
旧
農
協
マ
ー
ク
か
ら
現

在
の
Ｊ
Ａ
マ
ー
ク
に
変
わ
っ
た
の
が
平
成

４
年
で
し
た
。
新
し
い
Ｊ
Ａ
マ
ー
ク
に
も

慣
れ
親
し
ん
だ
平
成
10
年
に
Ｊ
Ａ
秋
田
ふ

る
さ
と
の
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
わ
け
で

す
。
専
業
農
家
と
し
て
広
域
Ｊ
Ａ
誕
生
に

大
き
な
期
待
を
し
な
が
ら
作
業
に
汗
し
た

あ
の
頃
、私
の
経
営
は
水
稲
、ぶ
ど
う
、菌

床
し
い
茸
を
主
に
夏
秋
野
菜
を
プ
ラ
ス
し

た
も
の
で
し
た
。
菌
床
し
い
茸
の
導
入
理

由
は
冬
期
施
設
利
用
と
坪
あ
た
り
販
売
額

の
高
さ
か
ら
で
し
た
が
、
平
鹿
き
の
こ
培

養
セ
ン
タ
ー
利
用
組
合
設
立
当
初
か
ら
の

仲
間
に
も
助
け
て
も
ら
い
15
年
程
続
き
ま

し
た
。

　

規
模
拡
大
を
考
え
た
時
期
も
あ
り
ま
し

た
が
、
技
量
伴
わ
ず
栽
培
を
断
念
し
た
苦

い
経
験
も
あ
り
ま
す
。
現
在
は
就
農
し
て

い
る
息
子
が
Ｊ
Ａ
の
主
食
用
米
増
産
方
針

を
機
に
作
付
面
積
を
拡
大
し
良
質
米
生
産

を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
Ｊ
Ａ
秋
田
ふ
る
さ
と
の
不
変
の
使

命
に
は
地
域
農
業
を
振
興
し
豊
か
な
地
域

社
会
を
築
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
生
産
振

興
無
く
し
て
Ｊ
Ａ
は
必
要
と
さ
れ
ま
せ
ん
。

私
の
担
当
は
信
用
、
共
済
事
業
で
す
が
、 

Ｊ
Ａ
の
使
命
を
果
た
す
た
め
に
取
り
組
ん

で
い
る
事
を
忘
れ
ず
「
組
合
員
の
皆
様
の

生
産
振
興
と
暮
ら
し
に
如い

か何
に
し
て
役
に

立
て
る
の
か
」
を
考
え
な
が
ら
事
業
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

答
え
は
今
日
ま
で
地
域
組
合
員
の
皆
様

そ
し
て
役
職
員
諸
先
輩
方
が
築
か
れ
た
地

域
農
業
と
Ｊ
Ａ
秋
田
ふ
る
さ
と
の
軌
跡
に

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
過
去
を
検
証
し
、

過
去
か
ら
学
び
「
自
分
の
こ
れ
か
ら
の
人

生
で
今
日
が
一
番
若
い
事
」
を
忘
れ
な
い

で
日
々
前
を
向
い
て
進
ん
で
行
き
た
い
も

の
で
す
。
感
謝
の
気
持
ち
と
謙
虚
さ
も
胸

ポ
ケ
ッ
ト
に
い
れ
て
。

農協だより「ひらかまち」
1991年11月号「シリーズ座談会　青果物10億円販売に向けて」より

1972年に平鹿町農協が誕生。1991年に合併20周年を迎え、翌年の４月１日、
「平鹿町農協」から「ＪＡ平鹿町」に呼称が変わった。その７年後にＪＡ秋田
ふるさとに合併。再び20年の節目を迎えた。
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長岩　将
ま さ

臣
お み

くん（増田・５歳）
　両親（父・能

よ し

央
ひ さ

さん　母・美
み ほ

保さん）

と祖父母、妹（迪
み ち

花
か

ちゃん）の６人家

族。果樹園を営む将臣くんの家では、サ

クランボの収穫をしています。兄妹に

とって恰好の遊び場になっている園地。

二人は仲良く元気よく駆け抜けていきま

す。妹思いの将臣くん。誰にでも優しく

強い男の子に成長していってね。

（撮影日６月24日）

　実
み ざ く ら

桜の果実を指すサクランボ。和名を「桜
お う と う

桃」と

いい、明治初期に日本に伝わったといわれています。

ＪＡでは主力品種の「佐藤錦」をはじめ、「香夏錦」、

「紅秀峰」などを取り扱い、７月中旬頃まで楽しむこ

とができます。今年、管内産のサクランボは粒も大

きく大豊作。つやつやと輝く色沢は、まさに「紅い

宝石」です。ぜひ手に取って味わってみてください。

サクランボ



　
Ｊ
Ａ
秋
田
ふ
る
さ
と
は
６
月
27
日
、
通
常
総

代
会
を
秋
田
ふ
る
さ
と
村
ド
ー
ム
劇
場
で
開
き
、

各
地
区
か
ら
選
出
さ
れ
た
総
代
５
９
７
人
の
う

ち
５
０
１
人
（
本
人
出
席
４
０
６
人
、
委
任
状

４
人
、
書
面
出
席
91
人
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
に
先
立
ち
、
執
行
部
一
任
に
よ
り

議
長
に
佐
藤
祐
紀
氏
（
大
森
地
区
）
が
選
任
さ

れ
、
議
事
を
進
行
。
第
20
年
度
（
平
成
29
年
度
）

事
業
報
告
及
び
剰
余
金
処
分
案
承
認
の
件
や
定

款
の
一
部
変
更
の
件
、
信
用
事
業
規
程
の
一
部

変
更
の
件
、
全
国
酪
農
業
協
同
組
合
連
合
会
へ

の
会
員
加
入
の
件
の
４
議
案
と
附
帯
決
議
、
特

別
決
議
を
上
程
。
慎
重
審
議
し
た
結
果
、
い
ず

れ
も
原
案
通
り
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
田
嶋
契
組
合
長
は
所
信
の
中
で
「
平
成
29

年
度
は
事
業
環
境
と
し
て
は
非
常
に
厳
し
い
１

年
だ
っ
た
が
、
事
業
量
こ
そ
組
合
員
と
農
協
の

接
点
の
厚
さ
を
示
す
指
標
と
し
て
、
事
業
量
の

伸
長
に
努
め
て
き
た
。
昨
年
の
不
祥
事
で
失
っ

て
し
ま
っ
た
信
頼
の
回
復
に
全
力
を
挙
げ
て
取

り
組
む
だ
け
で
な
く
、
時
代
に
合
わ
せ
て
事
業

の
や
り
方
を
見
直
し
、
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
我
々

の
使
命
。
今
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
改
革
の
歩

み
を
さ
ら
に
加
速
し
、
組
合
員
の
皆
様
が
安
心

し
て
営
農
を
持
続
さ
せ
、
暮
ら
せ
る
地
域
社
会

を
継
承
し
て
い
く
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

事
業
報
告
の
う
ち
、
信
用
事
業
で
は
地
域
密

着
型
を
目
指
し
、
専
任
渉
外
の
出
向
く
体
制
の

機
能
と
他
部
門
と
の
連
携
を
強
化
。
貯
金
期
末

残
高
、
貸
付
金
期
末
残
高
い
ず
れ
も
計
画
を
達

成
し
ま
し
た
。
共
済
事
業
で
は
Ｌ
Ａ
（
ラ
イ
フ

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
を
主
力
と
し
た
訪
問
推
進
や

支
店
窓
口
対
応
を
強
化
。
昨
年
７
月
の
記
録
的

豪
雨
に
よ
る
自
動
車
や
住
宅
の
浸
水
被
害
を
受

け
、
Ｊ
Ａ
共
済
の
必
要
性
を
再
認
識
し
、
今
年

度
も
引
き
続
き
安
心
と
満
足
を
提
供
す
る
活
動

を
展
開
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
販
売
事
業
で

は
春
先
の
日
照
不
足
、
梅
雨
期
の
豪
雨
な
ど
厳

し
い
気
象
経
過
の
な
か
で
、
生
産
者
が
高
品
質

農
産
物
の
出
荷
に
努
め
た
成
果
と
迅
速
な
情
報

伝
達
や
関
係
機
関
の
支
援
に
よ
り
減
少
率
を
最

小
限
に
抑
え
、
販
売
取
扱
高
１
７
９
億
９
０
０
０

万
円
（
前
年
対
比
90
・
１
％
）
を
計
上
。
購
買

事
業
で
は
購
買
品
供
給
高
が
計
画
対
比
１
０
０
・

６
％
の
58
億
４
５
０
０
万
円
と
な
り
、
今
年
度

は
農
業
生
産
コ
ス
ト
低
減
の
提
案
を
基
本
と
し

た
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｔ
や
営
農
専
任
指
導
班
の
連
携
な
ど

に
よ
る
指
導
購
買
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
打
ち

立
て
ま
し
た
。

　

な
お
、
総
代
会
に
先
立
ち
「
第
16
回
Ｊ
Ａ
秋

田
ふ
る
さ
と
農
業
賞
授
賞
式
」
を
行
い
、
地
域

農
業
の
発
展
に
貢
献
し
た
金
沢
地
区
の
安
本
果

樹
防
除
組
合
（
嶋
田
鉄
雄
組
合
長
）
と
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
農
業
賞
に
増
田
地
区
の
沼
沢
成
悟
さ
ん

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

「改革」の歩みを加速　「安心」の地域社会へ

第 20 回 通 常 総 代 会
全議案原案通り可決

＊
当
誌
14
ペ
ー
ジ
「
農
に
生
き
る
」
に
安
本
果
樹
防
除
組

合
、
19
ペ
ー
ジ
「
Ｊ
Ａ
を
知
ろ
う
！
学
ぼ
う
！
」
に
総
代
会

の
取
材
内
容
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。「
第
20
回
通
常
総
代

会
」
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
通
常
総
代
会
資
料
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
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（写真説明）　①小田嶋組合長　②ＪＡ秋田ふるさと農業
賞を受賞した安本果樹防除組合（事務局の高橋七右エ門
さんが代理受賞＝左）とフロンティア農業賞を受賞した
沼沢さん（右）　③議長を務めた大森地区の佐藤氏　④
⑤⑥各議案に対して活発な質問・慎重審議がなされた

ＪＡグループの自己改革実践の加速化に関する特別決議
　わが国が人口減少、超高齢社会を迎えるなか、農業・農村は急速な世代交代に直面してい
る。次世代への円滑な事業承継、新規就農、意欲ある農業者の経営発展がなされ、地域農業
に携わる全員の参加・参画と活躍なしには、将来にわたって持続可能な農業・農村の実現は
なしえない。
　ＪＡグループは、「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」「地域の活性化」の３つを基本項
目に掲げ、その実現に向けた自己改革の取り組みを全力で推し進めてきた。
　こうしたなか政府は、農協改革集中推進期間を定め、農協法に准組合員利用制限検討条項
を設けるなど、ＪＡグループの取り組み如何によっては今後とも政府主導による農協改革を
打ち出すとの姿勢を崩していない。
　こうした認識のもと、今こそＪＡグループは、組織の事業・活動を通じて、農業を一層魅
力あるものとし、これを起点に消費者・国民の理解と支援のもと、農業・農村の展望を力強
く切り拓いていかなければならない。
　このため、我々は、下記の取り組みを最大限加速して実践していく。

記

１．今後とも「食と農を基軸として地域に根差した協同組合」として、正・准組合員を対象
とした総合事業の展開を通じ、３つの基本目標の実現に全力を尽くす。

２．各ＪＡ、連合会、中央会は、自ら掲げた事業計画に従い、自己改革をやりぬく。

３．組合員との徹底した対話をもとに自己改革の取り組みをすすめるとともに、組合員の評
価と理解を得ることでＪＡグループの将来展望を切り拓く。

４．自己改革の取り組み状況や成果について、幅広い国民各層からの評価の獲得をめざし、積
極的な情報発信を強化する

以上、決議する。　　　　　　　　　　　　平成30年６月27日
秋田ふるさと農業協同組合　第20回通常総代会

①

③

②

④

⑤⑥
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July 2018
拡大版

▲調理しながら商品の活用方法を学んだ。
「手軽に作れるから家でも試してみたい」
と好評

ＪＡふれあいセミナー2018
おいしく健康に
エーコープ商品の活用術学ぶ

　ＪＡは６月19日から27日まで管内５地区
でエーコープ品目研修会を開きました。ＪＡ
ふれあいセミナーの一環で、19日には平鹿
支店で開催。ＪＡ女性部員や地域住民など
30人が参加しました。
　製粉メーカーの鳥越製粉株式会社営業部仙
台営業所所長の大垣内秀明さんと㈱Ａコープ
北東北秋田支店の草彅乃里子さんを講師に迎
え、同社の粉を「米粉入りちぢみ」や「健康
ドーナツ」、ゆで麦を使った「大麦の恵みと
水菜のツナサラダ」や雑誌「家の光」に掲載
された「オクラのとろとろスープ」を参加者
全員で調理し、試食しました。

　調理後に大垣内さんが大麦食について解
説。「水溶性食物繊維が豊富で整腸作用にも
効果の高い大麦を食べて、生活習慣病予防に
役立ててもらいたい」と参加者に呼び掛けま
した。

▲大麦食について説明を受けた参加者

▲「米粉入りちぢみ」「大麦の恵みと水菜のツナ
サラダ」「健康ドーナツ」「おくらのとろとろスープ」

▲研修会で使用したエーコープ商品
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July 2018

　産地指定需給米生産部会は６月11日、よ
こてシャイニーパレスで通常総会を開き、部
会員や担当者など50人が参加しました。総
会では前年度事業報告と今年度の事業計画
について協議。米卸の㈱ヤマタネと連携し
て作付を進める多収性品種「萌

も

えみのり」
の栽培面積を今年度は241.5㌶（前年実績対
比134.3％）に増反し、出荷契約数量目標を
25,000俵（同145.4％）に設定しました。
　また、今年度事業計画のうち、一昨年度か
ら導入し、部会員の圃

ほ

場に設置しているＰＳソ
リューションズ㈱の「農業IoT  e-kakashi」を
今年度は５か所に増やし、具体的な数値データ
と生育記録を照合させた検証を継続していきます。
　同部会では生産数量目標の廃止に伴い、需
要に応じた米生産を積極的に実践。生産地と
消費地が相互の情報交換を図りながら選ばれ
る産地づくりを進め、生産者所得の向上を目
指します。

▲「萌えみのり」の特性と栽培、生産販売状況に
ついて改めて確認した部会員

▲斎藤孝悦部会長は「安定した収量を目指して頑張
ろう」と呼び掛けた

産地指定需給米生産部会通常総会
生消情報交換を図り
需要に応じた米生産を

▲役員改選に伴い、きゅうり部会長の佐藤孝弘さ
ん（中央）が会長続投。新副会長に西瓜部会長の
佐々木徹さん（右）ときのこ総合部会長の佐藤宏
和さん（左）が就任

▲各生産部会長からは、費用負担の検証、効率的
な集出荷体制の見直しを図るよう意見が挙がった

園芸振興連絡協議会
魅力ある産地づくり形成へ
振興策を検討

　園芸振興連絡協議会は６月18日、よこてシャ
イニーパレスで第１回目の会議を開き、販売高
１億円を超える園芸果樹生産部会の部会長やＪ
Ａ担当者など30人が参加しました。
　会議では前年度の事業報告や今年度以降の
園芸果樹振興に関する生産振興方策について
確認し、意見を交わしました。
　ＪＡは昨年11月、横手市と園芸部門など多角
的な農業経営の拡大による農業者の所得向上な
どを目的として「園芸作物振興に関する連携協
定」を締結。魅力ある産地を形成し、若者が職
業の一つとして農業を選択できるよう支援環境の
構築を目指し、2020年度を目途に販売高80億
円を目標とした推進方策を展開します。
　具体的にはＪＡ専任指導員の資質向上や横手
市実験農場と連携した良質苗供給、昨年12月
に竣工したジュース加工所の整備充実化を図り、
品目の生産振興に結び付けられるように「オール
秋田ふるさと産」のＰＲ方法を検討していきます。
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▲鈴木禎得総合部会長は「基本にのっとり、規格
に沿った品質を生産しよう」と呼び掛けた

▲主要取引市場９社の担当者がそれぞれ販売方針
について語った

農業法人連絡協議会研修会・全体会
地域の担い手としての
役割や連携を確認

　農業法人連絡協議会は６月22日、今年度
第１回目の研修会と全体会を開き、農事組合
法人の代表や役員など67人が参加しました。
県内の農事組合法人では60歳代が代表者を
務める割合が高く、組織全体の高齢化が進み、
後継者や労働力の確保などの課題解決が急が
れています。そこで、研修会では農業の軽労
化を図ることを目的として開発されたパワー
アシストスーツの機能や実証、農業経営の健
全化を目指す農業生産工程管理について学び
ました。
　全体会では前年度事業報告や今年度事業計
画について報告。地域の担い手として活躍す
る農業法人を持続的・安定的に発展させるた
めに関係機関と連携して各種事業を展開する
ことを確認。今後、税理士を講師に招いた決
算書の見方に関する研修を実施することを検
討しています。

▲研修会では参加者がパワーアシストスーツを実際に
着用して性能を確かめていた

▲小西倉之助会長は全体会で「地域の連携を密に
して一緒に頑張っていこう」と参加者に呼び掛けた

花き販売対策会議
情報の共有さらに密に
物日に合わせた出荷を

　花
か き

卉総合部会は６月15日、販売対策会議
をよこてシャイニーパレスで開きました。全
農や市場の担当者、部会役員など25人が出席。
本年度の出荷計画を報告後、各市場や各専門
部会の販売方針と取り組みを協議しました。
　花き販売目標額の６割を占める菊部会は、
８月と９月の物日に合わせた出荷を行うことや
市場の要望に応える品種、品目の栽培を進め
ることなどを重点的な取り組みとしました。ま
た、ユリ洋花部会では周年を通した安定出荷を
目指すと共に、県オリジナル品種「ＮＡＭＡＨ
ＡＧＥダリア」の栽培面積を増加させ、認知度
の向上を図っていくことを目標としました。
　各市場からは、物日に合わせた出荷を望む
声が多く、情報の早期伝達と綿密さが有利販
売につながるといった声があがりました。
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キュウリ販売対策会議
品質＝

イコール

信用
高品質安定生産の継続を

▲市場担当者の説明に耳を傾ける参加者

トマト目ぞろえ会
管内生育良好
規格や選果基準確認

　トマト部会は６月20日、金沢選果場で目
ぞろえ会を開き、部会員やＪＡ担当者など
35人が参加しました。
　生育は順調に推移し、果実の硬さや色まわ
りは良好。ＪＡ園芸課の小松智喜職員が、目
ぞろえ会同日に初出荷を迎えた見本品を手に
取り、等級別規格や選果基準について説明。
部会員は製品写真と現物を見比べながら選果
基準を確認しました。
　同部会は今年度も予約相対取引を強化し、
出荷量600㌧、販売金額２億円を目指します。
傳野猛部会長は「ピークに向け、目をそろえ
て出荷しよう」と部会員に呼び掛けました。
出荷は７月下旬から盆にかけてピークを迎え
る見通しです。

▲目ぞろえ会では等級別規格や選果基準を説明

▲Ａ品を手に取り品質を確認する参加者

 

部会長　佐藤孝弘さん

　販売計画の「出荷量1,000㌧」
「販売額２億9,000万円」に届く
数字を残したい。市場からは需要
と供給のバランスが取れていると
いう話を伺ったので、今後の販売
に期待している。

　きゅうり部会は６月19日、横手セントラ
ルホテルで販売対策会議と目ぞろえ会を行い
ました。市場担当者や部会員など64人が参
加しました。
　販売対策会議では管内の作付状況や生育状
況、販売対策について報告、協議しました。
今年度の作付面積は農業法人の規模拡大によ
り12.7㌶（前年度対比102.4％）となりまし
た。生育状況については若干の生育の遅れが
見えるものの、今後天候の回復と共に遅れを
取り戻す見込みです。販売対策としては高品
質安定生産に努め、出荷量1,000㌧、販売額
２億9000万円を目指します。
　引き続き行われた目ぞろえ会では市場担当
者による出荷基準の説明が行われ、判断の難
しいキュウリの判別について情報の共有を図
りました。
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▲標柱や看板を確認しながら芭蕉の足跡を辿
だ ど

った

▲道中、熊野神社に足を止める参加者

ねぎ部会現地栽培講習会
施
せ ひ

肥や土寄せ時期
排水対策徹底を確認

　ねぎ部会は６月26日、増田地区と十文字
地区の部会員の圃

ほ

場２か所で現地栽培講習会
を開き、部会員やＪＡ担当者など20人が参
加しました。講習会ではタキイ種苗株式会社
と株式会社サカタのタネの担当者を講師に迎
え、早生系品種の「ホワイトソード」や「夏
扇パワー」の品種特性や今後の栽培管理につ
いて学びました。
　管内ネギの生育は順調に推移していますが、
東北地方の向こう３か月予報は高温で降水量
が多くなる見込み。軟腐病など病害の発生が
出やすくなるため、講師は「圃場に水が溜ま
らないように明

め い き ょ

渠を作るなど排水対策を徹底
してほしい」と呼び掛けました。また、部会
員は、生育を停滞させないように品種特性を
理解した上で施肥や土寄せのタイミングを見
極めることも確認しました。

▲品種特性や今後の管理について確認する部会員

▲いかに作業効率を上げるかなどの情報交換も
行った

歩こう会春編
「奥の細道」追体験
芭蕉訪れた象潟を歩く

　ＪＡは６月６日、「ＪＡ健康生き活き100
歳プロジェクト」の一環で「歩こう会」を開
き、86人が参加しました。同会は暮らしの
中に運動を取り入れ、ウォーキングで生活習
慣病の予防に努めようと実施するもので、毎
年「春編」と「秋編」の年２回開催しています。
　春編の今回は管内から場所を移し、「奥の
細道 最北の地 芭蕉が歩いた散歩道」と題し
て、にかほ市の道の駅象潟「ねむの丘」から
5.5㌔の道のりを歩きました。参加者は芭蕉
宿泊跡地や熊野神社、唐戸石など道中の史跡
を見学。俳人松尾芭蕉の歩いた当時に思いを
馳

は

せながら「奥の細道」を追体験しました。
　常連参加者の一人は「歩くことでその地の
良い所を知ることができるから楽しみにして
いる。また参加したい」と笑顔で話していま
した。
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旭小学校代かきドッジボール
楽しんで土作り
農業や環境の大切さ学ぶ

　横手市立旭小学校は６月５日、同校の学校
田で「代かきドッジボール」を開き、５年生
児童58人が参加しました。田植え前に楽し
みながら代かきを体験してもらい、農業や環
境の大切さを知ってもらうことを目的に県南
旭川水系土地改良区とＪＡ青年部横手支部・
金沢支部が共同で毎年開催。今年で21回目
を数えます。
　ＪＡ青年部員が講師役を務め、昔と現在の
耕起と代かきの違いを解説。部員の説明を受
けた児童たちは２チームに分かれてドッジボー
ルを行い、泥の感触に歓声を上げながら白熱
した試合を繰り広げました。
　児童の一人は「初めて田んぼに入ってぬる
ぬるして大変だったけど楽しかった」と笑顔
で感想を話していました。
　代かきドッジボールの一週間後、同月12
日には５月に種まきしたもち米を植えまし
た。10月に稲刈り、12月に餅つきを行う予
定です。

▲ドッジボールの後にはウナギのつかみ取りも実施。
田んぼに放たれたウナギに歓声を上げる児童たち

▲盛り上がりをみせた「代かきドッジボール」

青年部員が醍醐保育園児指導
おおきくなあれ！
園児が苗植え体験

　ＪＡ青年部平鹿支部は、食育活動の一環と
して６月11日、社会福祉法人育童会醍醐保
育園近くの圃

ほ

場でサツマイモの苗植え指導を
行いました。同園の「ゆり組」、「たんぽぽ組」
の園児44人が参加し青年部員のアドバイス
を聞きながら、小さな手で一生懸命苗植え作
業を行いました。
　指導にあたった同部の山田浩平副支部長は

「天気が悪い中、園児たちは一生懸命頑張っ
てくれた。秋にはおいしいサツマイモを沢山
収穫してほしい」と話しました。
　同園では10月に年長組の祖父母を招待し、
一緒に収穫体験を行う予定です。園児たちは

「大きくなってね」と、秋の収穫を今から心
待ちにしているようでした。

▲青年部員に教わりながら苗を植える園児

▲上手に土を掘る園児
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【
う
ど
ん
こ
病
】

○
特
徴

　

主
に
葉
に
発
生
す
る
病
気
で

す
。
下
位
葉
か
ら
発
生
し
、
う
ど

ん
粉
を
ま
ぶ
し
た
よ
う
に
白
い
カ

ビ
が
発
生
し
ま
す
。
病
勢
が
進
む

と
植
物
全
体
が
汚
白
色
の
カ
ビ
で

覆
わ
れ
、
生
育
が
妨
げ
ら
れ
る
だ

け
で
は
な
く
、
葉
が
黄
化
し
て
枯

れ
あ
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

発
生
し
や
す
い
環
境
と
し
て
は
、

や
や
乾
燥
し
た
条
件
で
多
く
発
生

し
ま
す
。
直
接
雨
の
当
た
ら
な
い

施
設
栽
培
で
被
害
が
多
く
、
露
地

栽
培
で
は
、
夏
季
の
高
温
乾
燥
時

に
多
発
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
多
肥
の
場
合
で
も
多
発
す

る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

○
予
防
対
策

　

多
肥
（
特
に
窒ち

っ

そ素
）
を
避
け
ま

し
ょ
う
。

　

剪せ
ん

定
（
枝
や
葉
の
整
理
）
を
行

い
風
通
し
を
よ
く
し
ま
し
ょ
う
。

　

乾
燥
す
る
と
発
生
し
や
す
い
た

め
灌か

ん

水
を
し
っ
か
り
と
行
い
ま

し
ょ
う
。
通
路
等
に
も
灌
水
を
実

施
し
適
湿
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

【
炭
疽
病
】

○
特
徴

　

植
物
の
茎
や
葉
、
果
実
に
発
生

す
る
病
気
で
す
。

　

葉
で
は
丸
い
暗
褐
色
の
病
斑
を

生
じ
、
病
気
が
進
行
す
る
と
中
心

部
が
や
や
く
ぼ
ん
で
灰
褐
色
に
な

り
ま
す
。
発
病
部
が
乾
く
と
裂
け

た
り
破
れ
た
り
し
ま
す
。

　

果
実
で
は
、
初
め
に
小
さ
な
汚

点
が
生
じ
ま
す
。
症
状
が
進
行
す

る
と
徐
々
に
大
き
く
な
り
、
病
斑

は
暗
褐
色
と
な
り
輪
紋
を
生
じ
て

く
ぼ
み
ま
す
。
多
湿
の
と
き
に
は

病
斑
上
に
淡
紅
色
の
粘
質
物
を
生

じ
、
乾
燥
す
る
と
病
斑
に
裂
け
目

が
発
生
し
ま
す
。

　

発
生
し
や
す
い
環
境
と
し
て
は
、

高
温
多
湿
条
件
で
発
生
が
増
加
す

る
傾
向
が
あ
り
、
特
に
降
雨
が
続

い
た
時
に
多
発
し
ま
す
。

○
予
防
対
策

　

剪
定
（
枝
や
葉
の
整
理
）
を
行

い
風
通
し
を
よ
く
し
ま
し
ょ
う
。

前
年
度
に
発
病
し
た
残
さ
か
ら
菌

の
胞
子
が
飛
散
す
る
場
合
が
あ
る

の
で
、
残ざ

ん

さ
に
つ
い
て
は
丁
寧
に

取
り
除
き
圃ほ

場
の
外
へ
持
ち
出
し

処
分
し
ま
し
ょ
う
。

　

降
雨
や
灌
水
が
原
因
で
土
壌
が

跳
ね
返
り
、
茎
葉
や
果
実
に
付
着

す
る
こ
と
で
発
生
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
定
植
時
に
マ
ル
チ
を
張

り
、
可
能
で
あ
れ
ば
通
路
等
に
も

敷
わ
ら
等
の
対
策
を
実
施
し
ま

し
ょ
う
。◇　

　

◆　
　

◇

　

病
気
の
発
生
を
完
全
に
防
ぐ
こ

と
は
難
し
い
で
す
が
、
手
を
掛
け

て
あ
げ
る
こ
と
で
あ
る
程
度
の
発

生
を
防
ぐ
こ
と
は
可
能
で
す
。
省

コ
ス
ト
に
も
繋つ

な

が
り
ま
す
の
で
、

是
非
実
践
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

【園芸指導
】

うどんこ病・炭疽
そ

病を
予防しよう！
【指導員】　園芸課　髙橋　達也

　
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
気
温
も
上
昇
し
、
夏
本
番
。
今
回
は
い
ろ
い
ろ

な
園
芸
作
物
に
発
生
し
や
す
い
「
う
ど
ん
こ
病
」
と
「
炭
疽
病
」
の
特

徴
と
予
防
対
策
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

▲キュウリの葉に発生したうどんこ病

▲スイカの果実に発生した炭疽病 ▲スイカの葉に発生した炭疽病

12JA通信 2018. 7



地元の高校生が行く！

突撃！
アグリリポート

雄物川高校２年

高橋　峡
きょう

さん

　私たち雄物川高校家庭クラブは、大雄地区のトマト農家・

大
だ い こ く

黒順一さんを訪問し、トマト栽培について取材しました。

大黒さんは合計20㌃のハウスで3850本のトマトを栽培して

いて、東京などに出荷しています。

　トマト栽培は非常に難しく、大黒さんは30年続けている

現在でも「毎年１年生」とおっしゃっていました。トマト

の生育適温は25℃で、暑すぎたり寒すぎたりすると実が割

れるなどの障害が出てしまいます。特に今年は気温の差が

大きく、調整が難しいそうです。また、首都圏に出荷して

いるので、消費者に届いたときにちょうど赤くなるタイミ

ングで収穫しなければなりません。そのタイミングを見計

らうのも難しく、経験を積んだ大黒さんだからこそできる

ことだと思いました。その他、土壌分析を行って病気にか

かりにくいようにしたり虫害対策も日々行っていたりと、

おいしいトマトをつくるための大黒さんの努力を知ること

ができました。

　夏のハウスの中の気温は42℃にもなり、そのような中で

大黒さんは奥さんと一緒に１日も休まずに仕事をしていま

す。受け継いでくれる若い人が少なくなってきており、年々

農業をする人は少なくなっています。私たちは直接農業の

勉強はしていませんが、色々な食材のおいしさや魅力を多

くの人に伝え、若い人が農業に興味をもつきっかけになれ

ばよいと思いました。大黒さん、お忙しい中ありがとうご

ざいました。

山下　燿
ひかる

さん

134時間目
「収穫最盛を迎えるトマト栽培を学ぼう！」

トマトをは
じめとした

食材のおい
しさや

農業の魅力
を

もっと多く
の人に

知ってもら
いたいです

！

初出荷直前の畑の様子を見学

収穫間
近のト

マト。

適期に
収穫す

る

見極め
が大事

！

（取材日６月19日）

かん水や施
肥は機械で

管理。

いつ、どの
くらい流す

のか

調整して行
っている

年ごとに
天候が変化するた

め

臨機応変さが求め
られる

トマト栽培

根元近くに
かん水チューブが
入っています

遠藤　夢
ゆ い

射さん



明
日
を
担
う
生
産
者
た
ち
の
思
い
を
探
る

農
に
生
き
る

安
本
果
樹
防
除
組
合

■　

金
沢

　
　
　
　

除
組
合
が
無
か
っ
た
ら
こ
の
地

域
の
果
樹
農
家
も
い
な
く
な
っ

て
い
た
」
と
語
る
の
は
組
合
長
を
務
め
る

嶋
田
鉄
雄
さ
ん
（
76
）。
防
除
組
合
設
立

前
は
個
々
で
防
除
を
行
っ
て
お
り
、
園
地

を
歩
き
な
が
ら
手
押
し
ポ
ン
プ
で
一
本
一

本
を
防
除
し
て
い
ま
し
た
。
構
成
員
の
伊

藤
吉
弘
さ
ん
（
79
）
は
「
手
間
も
か
か
る

し
、
農
薬
が
自
分
に
も
か
か
る
し
本
当
に

大
変
だ
っ
た
」
と
当
時
を
振
り
返
り
ま

す
。
効
率
よ
く
散
布
が
で
き
る
ス
ピ
ー
ド

ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
数
あ
る
農
業
用
機
械
の

中
で
も
非
常
に
高
価
。
個
々
の
農
家
が
気

軽
に
購
入
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
一
人
で
は
で
き
る
事
が
限
ら
れ

て
し
ま
う
が
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
れ

ば
可
能
性
は
広
が
る
。
旧
金
沢
農
協
か
ら

の
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
、
昭
和
38
年
、
安

本
果
樹
防
除
組
合
を
設
立
。
み
ん
な
で
お

金
を
出
し
合
い
、
管
内
で
先
駆
け
て
ト
ラ

ク
タ
ー
で
牽け

ん

引
す
る
ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ー

ヤ
ー
を
導
入
。
作
業
効
率
が
一
気
に
向
上

し
ま
し
た
。

「
防

　

昭
和
57
年
に
は
格
納
庫
を
建
設
。
現

在
、
防
除
組
合
の
所
有
す
る
ス
ピ
ー
ド
ス

プ
レ
ー
ヤ
ー
は
２
台
。
６
人
の
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
が
交
代
し
な
が
ら
防
除
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
は
兼
業
農
家

も
含
ま
れ
る
た
め
、
基
本
的
に
は
会
社
が

休
み
と
な
る
土
曜
日
に
防
除
を
行
い
ま

す
。
１
日
～
２
日
で
全
て
の
園
地
を
一
斉

防
除
。
一
斉
防
除
の
利
点
は
そ
の
地
域
に

発
生
す
る
病
害
虫
の
逃
げ
場
を
無
く
し
一

斉
に
駆
除
す
る
こ
と
で
、
高
い
防
除
効
果

が
発
揮
で
き
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
事
務

局
を
務
め
る
髙
橋
七
右
エ
門
さ
ん
（
71
）

は
「
防
除
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
組
合
に
一
任

さ
れ
て
い
る
の
で
責
任
は
重
い
」
と
し
な

が
ら
も
、
徹
底
し
た
予
察
に
よ
る
適
期
防

除
で
、
構
成
員
か
ら
の
評
価
は
高
く
、
そ

の
防
除
方
針
に
は
確
か
な
手
ご
た
え
を
感

じ
て
い
ま
す
。

防
除
の
ス
タ
イ
ル	
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１．２．スピードスプレーヤーによる防除作業（撮影日５月20日）

小
さ
い
面
積
だ
か
ら
こ
そ
、
協
力
し
て
や
っ
て
い
こ
う
―
。

安本果樹防除組合
■設立　　　昭和38年
■栽培品目　リンゴ：680ａ
■構成員　　36名（認定農業者５名）

1

2

３．４．摘果作業も終盤戦。
取りこぼしがないか丁寧に
確認する七右エ門夫妻（撮
影日６月18日）

５．作業のほとんどを息子
に譲り、防除組合の牽引役
に専念する嶋田組合長（撮
影日６月18日）

　

安
本
果
樹
防
除
組
合
構
成
員
の
平
均
年

齢
は
約
65
歳
。
定
年
後
に
本
格
就
農
す
る

人
が
多
く
、
定
年
に
収
穫
期
を
合
わ
せ
る

よ
う
に
改
植
を
進
め
る
人
も
い
ま
す
。
防

除
組
合
で
は
50
代
の
構
成
員
を
積
極
的
に

役
員
に
登
用
。「
本
格
就
農
し
た
際
に
周

年
の
作
業
や
ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
の

運
転
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
に
、
教

え
て
い
く
の
も
私
た
ち
の
使
命
」
と
七
右

エ
門
さ
ん
は
語
り
ま
す
。
他
産
地
に
も
積

極
的
に
視
察
に
行
き
、
情
報
収
集
は
怠お

こ
た

り

ま
せ
ん
。「
私
自
身
が
退
職
後
に
本
格
的

に
始
め
た
タ
イ
プ
な
の
で
、
常
に
ア
ン
テ

ナ
を
張
り
巡
ら
せ
て
興
味
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
」
と
七
右
エ
門
さ
ん
は
笑

い
ま
す
。

　
「
小
面
積
の
農
家
が
安
心
し
て
栽
培
に

専
念
で
き
る
」
と
語
る
の
は
構
成
員
の
髙

橋
喜
悦
さ
ん
（
72
）。
喜
悦
さ
ん
は
リ
ン

ゴ
19
㌃
の
ほ
か
、
ス
イ
カ
35
㌃
を
夫
婦
二

ス
ム
ー
ズ
な
就
農
を
後
押
し	

存
在
が
支
え
に	

人
三
脚
で
営
農
し
て
い
ま
す
。「
栽
培
面

積
が
大
き
く
な
い
の
で
農
業
機
械
の
購
入

に
は
躊ち

ゅ
う
ち
ょ躇

し
て
し
ま
う
。
個
人
で
の
防
除

に
は
時
間
も
労
力
も
か
か
る
た
め
、
防
除

組
合
に
は
本
当
に
助
け
ら
れ
て
い
る
」
と
、

そ
の
存
在
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

担
い
手
と
な
る
果
樹
農
家
の
育
成
や
適

期
防
除
に
よ
る
高
品
質
安
定
生
産
の
実
現

な
ど
が
評
価
さ
れ
、
安
本
果
樹
防
除
組
合

協
同
と
は	

は
今
年
、
第
16
回
「
Ｊ
Ａ
秋
田
ふ
る
さ
と

農
業
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
「
私
た
ち
は
『
協
同
の
精
神
』
で
活
動

し
て
い
る
。
そ
れ
は
設
立
当
時
か
ら
変
わ

ら
な
い
」
農
家
の
高
齢
化
が
進
む
中
で
防

除
組
合
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
と
嶋
田

組
合
長
は
語
り
ま
す
。

　

作
り
た
い
―
。
そ
の
思
い
が
み
ん
な
の

心
の
中
に
あ
る
限
り
、
安
本
果
樹
防
除
組

合
が
歩
み
を
止
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

34

5
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レシピ　

近
年
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

野
菜
売
り
場
で
も
よ
く
見
か
け
る
よ

う
に
な
っ
た
パ
プ
リ
カ
。
昔
は
見
か

け
る
こ
と
は
無
か
っ
た
と
思
う
人
も

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
も
そ
の

は
ず
。
日
本
へ
の
輸
入
が
解
禁
さ
れ

た
の
は
１
９
９
３
年
と
、
日
本
で
の

歴
史
は
ま
だ
浅
い
野
菜
で
す
。
日
本

で
出
回
る
パ
プ
リ
カ
の
約
８
割
は
海

外
か
ら
輸
入
さ
れ
た
も
の
で
、
１
年

を
通
じ
て
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

パ
プ
リ
カ
の
特
徴

　

パ
プ
リ
カ
は
そ
の
姿
形
か
ら
も
わ

か
る
通
り
ピ
ー
マ
ン
の
仲
間
で
、
ナ

ス
科
ト
ウ
ガ
ラ
シ
属
に
属
す
る
野
菜

で
す
。
果
肉
が
厚
く
、
甘
み
が
あ
る

の
が
特
徴
。
色
は
赤
や
オ
レ
ン
ジ
、

黄
色
が
良
く
売
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

黒
や
紫
色
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。
生

の
ま
ま
で
も
加
熱
調
理
し
て
も
美
味

し
い
で
す
。

　

食
卓
に
彩
り
を
添
え
て
く
れ
る
パ

プ
リ
カ
。
毎
日
の
食
卓
に
取
り
入
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

今月は

パプリカ

● 材料（４人分）
・パプリカ（赤・黄）	 各1個
・ツナ缶（70ｇ）	 3缶
合わせ調味料など
・マヨネーズ	 大さじ2
・白みそ	 大さじ1
・トマト（みじん切り）	 大さじ1
・タマネギ（みじん切り）	大さじ1
・オリーブ油	 適宜
・パン粉	 適宜
・パルメザンチーズ	 適宜
・こしょう	 適宜
・パセリ	 適宜

【 パプリカのツナグラタン 】

フライパンで焼くときは、中火でじっ
くりと焼くと甘味が引き出せます。

①パプリカは縦４等分にして種を取り
除く。

②ボウルに油を切ったツナを入れ、合
わせ調味料などを混ぜ合わせる。

③①に混ぜ合わせた②を載せ、オリー
ブ油を入れたフライパンで焼き色を
付ける。

④予熱したトースターにアルミホイル
を敷き、③を5分焼き、パン粉とパ
ルメザンチーズを掛け1分焼く。

⑤仕上げに、こしょう・パセリを振っ
て出来上がり。

「キッチン晴人」の
オーナーシェフ

永
な が い

井　智
ともかず

一
1975年茨城県水戸市生まれ。高
校卒業後、都内のすし店で修業
後、帰郷し懐石料理を学ぶ。
2013年12月に畑とつながるをコ
ンセプトとした「キッチン晴人」
をオープンし、地元農産物を生
かした料理を提供中！

　 ｐｏｉｎｔ ／／
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食中毒に気を付けましょう

平鹿総合病院　栄養科
鈴木　真澄

　夏本番、暑くなりました。今年の長期予報では例年より猛暑日が多くなるようです。

　気温が高くなると、食品衛生が気になります。

　日本全国で１年間に起こる食中毒は約千件、患者数は約２万人です。

　食中毒の予防には「つけない」「ふやさない」「やっつける」の３大原則があります。

　「つけない」は洗う、分けることが大切です。調理前やトイレの後、おむつ交換

や動物を触った後などは必ず手を洗いましょう。トイレの後やおむつ交換の後は２

回手洗いをお勧めします。また、生の肉や魚などを調理したまな板は、加熱しない

で食べる野菜などへ菌がつかないように別のものを使うか、よく殺菌してから使い

ましょう。

　「ふやさない」は低温での保管が効果的です。細菌の多くは高温多湿な環境で増

えますので、夏場は特に買ってきた食材はできるだけ早く冷蔵庫に入れましょう。

また、冷蔵庫に入れても細菌はゆっくりと増えていきますので、冷蔵庫を過信せず

早めに食べることも大切です。

　最後の「やっつける」は加熱処理です。ほとんどの菌やウィルスは加熱によって

死んでしまいますので、食品はしっかりと加熱して食べることが大切です。食品だ

けでなく調理器具も使った後は洗剤でよく洗い、熱湯での殺菌やハイターなどの塩

素での殺菌も効果があります。

　食中毒は「洗ったつもり」「加熱したつもり」でも菌が残っていることがあります。

美味しく安全な食事のためにしっかりと予防しましょう。
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元気なお年寄りをご紹介します。

　

23
歳
の
時
、
松
井
家
に
嫁
い
だ

チ
ヨ
ノ
さ
ん
。
家
事
や
農
業
の
い

ろ
は
を
義
母
か
ら
教
わ
り
ま
し

た
。「
な
ん
で
も
丁
寧
に
優
し
く

教
え
て
も
ら
っ
た
。
本
当
の
子
ど

も
の
よ
う
に
可
愛
が
っ
て
も
ら
っ

た
」
と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

義
母
に
連
れ
ら
れ
、
朝
市
で
の

販
売
を
経
験
。「
品
物
を
買
っ
て

も
ら
う
ん
じ
ゃ
な
い
。
人
間
を

買
っ
て
も
ら
う
ん
だ
」
―
―
こ
れ

が
義
母
か
ら
教
え
ら
れ
た
、
商
売

を
す
る
上
で
の
心
構
え
で
す
。
義

母
か
ら
掛
け
て
も
ら
っ
た
言
葉
を

胸
に
、「
大
切
な
の
は
嫌
わ
れ
る

よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
。
そ
し
て

会
話
を
す
る
こ
と
」
と
チ
ヨ
ノ
さ

ん
は
語
り
ま
す
。

　

お
客
さ
ん
の
興
味
を
引
き
、
手

に
取
っ
て
も
ら
う
。
そ
し
て
買
っ

て
も
ら
え
た
ら
サ
ー
ビ
ス
も
欠
か

さ
な
い
。
こ
う
し
て
固
定
客
を
掴

み
、
周
囲
の
誰
よ
り
も
早
く
完
売

さ
せ
た
チ
ヨ
ノ
さ
ん
。
朝
市
で
の

販
売
は
75
歳
ま
で
続
け
ま
し
た
。

　

自
身
の
子
ど
も
が
大
き
く
な
っ

て
か
ら
は
10
年
ほ
ど
編
み
物
の
仕

事
も
こ
な
し
た
チ
ヨ
ノ
さ
ん
。「
同

じ
時
間
働
く
な
ら
も
っ
と
稼
ぎ
た

い
」
と
い
う
思
い
か
ら
周
囲
よ
り

も
１
割
か
ら
２
割
ほ
ど
多
く
の
収

入
を
得
る
な
ど
負
け
ず
嫌
い
な
一

面
も
の
ぞ
か
せ
ま
す
。

　

松
井
家
は
現
在
７
人
、
４
世
帯

暮
ら
し
。
チ
ヨ
ノ
さ
ん
は
畑
仕
事

に
精
を
出
し
、
草
む
し
り
を
率
先

し
て
行
う
ほ
か
、
娘
の
良
子
さ
ん

と
一
緒
に
な
っ
て
ナ
ス
の
接
ぎ
木

の
作
業
に
当
た
り
ま
す
。
良
子
さ

ん
は
「
作
業
の
ス
ピ
ー
ド
は
ま
だ

ま
だ
母
に
か
な
わ
な
い
」
と
、
母

に
尊
敬
の
眼
差
し
を
向
け
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
も
チ
ヨ
ノ
さ
ん
は
常

に
一
歩
引
い
た
立
ち
位
置
を
意
識

し
て
お
り
、「
娘
夫
婦
の
考
え
方

や
や
り
方
が
あ
る
だ
ろ
う
か
ら
、

余
計
な
口
出
し
は
し
な
い
。
も
ち

ろ
ん
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば

教
え
る
け
ど
ね
」
と
優
し
く
見
守

り
ま
す
。

　

そ
ん
な
チ
ヨ
ノ
さ
ん
の
楽
し

み
は
「
湯
治
」。
年
に
１
度
、
10

日
程
温
泉
施
設
へ
滞
在
し
ま
す
。

「
知
人
が
毎
年
誘
っ
て
く
れ
る
の

が
嬉
し
い
し
、
家
族
も
快
く
送
り

出
し
て
く
れ
る
か
ら
感
謝
し
て
い

る
」
と
笑
顔
で
語
り
ま
す
。

　

家
族
円
満
の
秘
訣
は
「
家
族
同

士
が
協
力
し
合
う
こ
と
。
そ
し
て

た
く
さ
ん
会
話
す
る
こ
と
」
と
話

す
チ
ヨ
ノ
さ
ん
。
共
に
支
え
、
支

え
ら
れ
、
今
日
も
家
族
に
笑
顔
の

輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

【横手】　松井　チヨノさん（84）

会
話
を
大
事
に
家
族
を
サ
ポ
ー
ト
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意外と知らないＪＡの仕事を
ＪＡ新採用職員が密着します。

を知ろう
！

学ぼう！

総
代
会
に
は
通
常
総
代
会
と

臨
時
総
代
会
が

あ
り
ま
す
。

通
常
総
代
会
で
は
主
に

前
年
度
の
事
業
や
決
算
事
項
に

つ
い
て
報
告
し
、総
代
の

み
な
さ
ん
に
決
定
を

求
め
ま
す
。

組
合
員
の
み
な
さ
ん
と
Ｊ
Ａ

双
方
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を

持
っ
た
会
な
ん
で
す
ね
！

総
代
会
の
流
れ
や

雰
囲
気
を
知
る
こ
と
が

で
き
て
と
て
も
有
意
義
な

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
！

十文字支店 高橋一彰

総会（総代会）とは
組合の意思を決定する最高機関

組合員500人以上の組合では、総会に代わる
総代会を設けることができます。総代は選挙に
よって選出し、その定数は正組合員総数の５分
の１以上でなければなりませんが、正組合員が
2,500人を超える組合では500人以上であれば
よいことになっています。当ＪＡの総代は現在
597人です。

議案によって
普通議決と
特別議決があります

総代のみなさんに
「総代会」への思いについてうかがいました！

・「組合員の代表」という意識を持って
　参加している
・ＪＡ事業を知れる貴重な機会
・勉強の場になっている
・組合員の意見を反映させることが
　総代の使命取材させていただきありがとうございました！

総代のみなさんが
集まってきました！

受付も体験！

今
回
は
、「
通
常
総
代
会
」に

密
着
し
ま
す
！

Ｊ
Ａ
秋
田
ふ
る
さ
と
で
は

毎
年
６
月
に
通
常
総
代
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

総務企画部次長兼　総務課課長
新山　喜一郎

①議事③採決

議長 説明者
集計係

書記

②質疑応答

組
合
員
の
み
な
さ
ん

あ
っ
て
こ
そ
Ｊ
Ａ
事
業
運
営
に

つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
ね

※普通議決…出席者の過半数の賛成で議決
※特別議決…正組合員の半数以上が出席し、

その３分の２以上の賛成で議決



孫
生
ま
れ

　
　

我
家
に
喜
び

　
　
　
　
　

あ
ふ
れ
て
る

Ｐ
．Ｎ 

ス
パ
ル
タ
マ
マ
さ
ん（
雄
物
川
）

●
今
月
の
最
優
秀
作
品

喜
寿
祝
い

　
　

歌
も
踊
り
も

　
　
　
　
　

十
八
番

　

Ｐ
．Ｎ 

清
風
さ
ん（
増
田
）

苦
労
し
て

　
　

蒔
け
ば
喜
ぶ

　
　
　
　

花
が
咲
く

　
Ｐ
．Ｎ 

ひ
ま
つ
ぶ
し
さ
ん（
雄
物
川
）

今
が
旬

　
　

桜お

っ

と桃
で
喜
ぶ

　
　
　
　
　
　

腹
の
虫

　

小
松　

勇
一
さ
ん（
十
文
字
）

喜
ん
で

　
　

は
し
ゃ
ぎ
過
ぎ
て

　
　
　
　
　
　

疲
れ
ぎ
み

　
Ｐ
．Ｎ 

周
の
バ
ア
バ
さ
ん（
平
鹿
）

●
優
秀
作
品

今月のテーマ：『暮』

応募作品数…14作品
■お孫さんが誕生した喜びをスト

レートに表現していますね。スパ
ルタママがデレデレばぁばになる
のでしょうか。

管内の風景写真や自慢の逸品、珍品
野菜など、みなさんの「作品」を募
集しています。ご応募は当ＪＡホー
ムページにある専用フォームからお
寄せ下さい。（携帯からは、以下ア
ドレスへ）掲載者には、素敵なプレ
ゼントを差し上げます。
メール【wg-koho@akita-furusato.or.jp】

●主人は退職後、毎年ＪＡの
健診を受けています。６月号
の「健康診断結果を分析しよう」
はとても参考になりました。幸
いにどこも異常なく、ホッとし
ていますが、秋田県は健康寿命
を延ばすことに取り組んでいま
すので、家でも塩分の取り過ぎ
に注意しています。県南は特に
漬物が美味しいので困ります。
	 ／雄物川　Ｓ・Ｓさん（66）

　漬物、美味しいですよね。大
皿に盛られていると無くなるま
で食べてしまいます。

●クロスワードパズルの答えに
もなっている「トケイソウ」と
てもきれいですよ。柱時計のよ
うに針もあるように見えますよ。
冬越しも出来ます。
	 ／大森　Ｓ・Ｏさん（65）

　実は今回のクロスワードで初
めて「トケイソウ」の存在を知
りました。本当に時計にそっく
りです！Ｓ・Ｏさんは育てたこ
とがあるのでしょうか。本物の
花も見てみたいです♪

●６月号の景品、とてもいいで
すね。はずれた場合、どこで売
っていますか。教えてください。
	 ／平鹿　Ｌ・Ｓさん（67）

　プレゼントは㈱アクアスさん
で取り扱っている商品になりま
す。今年度の景品は私が個人的
に欲しいと思ったものが中心に
なっています。

●ふるさとの民話で、最近使わ
なくなった方言があちこちに出
てくるので、これを基に家族
で昔話に花を咲かせています。
佐々木さんの挿絵も「ほんわか」
していいですね。これからも楽
しい話を期待しています。
	 ／十文字　Ｋ・Ｍさん（68）

　祖父母が存命の頃は家族間の
会話は方言ですることが普通で
したが、現在は方言を使う機会
が減ってきていると私自身感じ
ています。民話を通して当時に
思いを馳せるのもいいものです
ね♪

●「ＬＡ」「ＭＡ」初めて知り
ました。おしゃれな名前ですね。
	 ／横手　Ｋ・Ｔさん（61）

　ＬＡ・ＭＡは、皆さんに安心
と満足を届けられるよう、日々
活動しています。貯金や共済に
限らず、お気軽になんでも相談
してみてくださいね♪

楽しい川柳作品をお待ちしております。最優秀作品には、素敵な記念品を進呈！
【８月号のテーマ】「夏」　【応募方法】ハガキに川柳作品（パズルにご応募の方はその
答えも）のほか、次頁下段の応募方法①～⑥をご記入の上、ご応募ください【応募先】
〒013-0036 横手市駅前町6─22 総務課　広報担当【応募締切】７月25日㈬当日消印有効
＜作品をご応募いただく皆さまへ＞　掲載された作品を横手かまくらＦＭにおいて毎月第４水
曜日午後12時15分頃より（変更あり）ご紹介させていただいております。作品と投稿者名（地
区は除く）をご紹介しますので、ペンネームでのご紹介をご希望の方は必ず記載してください
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①クロスワードパズルの答え

②住所

〒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

③氏
ふり が な

名　　　　　　　　　（P.N.　　　　　　）

④年齢　　　歳　⑤電話番号　　　　　　　　

⑥当誌の受け取り場所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

⑦今月の好きな記事とその理由
　または当誌やＪＡへのご意見・ご感想

（ＪＡ秋田ふるさと総務課広報担当　行）

タテのカギ

■6月号の答え／トケイソウ
■6月号の当選者／
Ｐ．Ｎ．ばばちゃんさん
Ｐ．Ｎ．アップルボーイさん
Ｐ．Ｎ．はっちゃんさん
■応募総数／54通
■正解者数／43通

【応募方法】　川柳もこちら！
ハガキに左記①～⑦までの項目をご記入の上、下記までご応募
ください。左の点線を切り取って管内最寄りの支店まで持参い
ただくかハガキに貼り付けてもご応募できます。なお、お寄せ
いただいたご意見は「おたより」のコーナーにて回答させてい
ただく場合がございます。
【応募先】
〒 013-0036　横手市駅前町６-22
ＪＡ秋田ふるさと総務課広報担当　またはＪＡ秋田ふるさと
ホームページ http://www.akita-furusato.or.jp/ からでも OK。
「みなさんの声と作品をお寄せください」バナーをクリック！）
【締　切】
　　　7 月25日（水）当日消印有効

【解き方】全部の問題を解き二重枠の文字を並べ
替えると一つの言葉ができます。それが答えです。

1	 酒を飲むための小さな器
4	 整形──で膝の関節を診

てもらった
6	 料理をのせます
7	 今度来た新人は仕事の─

─が早いね
9	 ラストスパートです
11	 本能寺の変を起こした─

─光秀
12	 乱れたものをきちんと直

すこと
14	 親から子へ受け継がれます
16	 こういうことはここじゃ

あ日常──だよ
18	 虫をよけるため布団の周

りにつります
20	 アウトの反対語
21	 サッシと呼ばれることも

ヨコのカギ

1	 七夕の飾りに使う植物
2	 歌うことを楽しみに行き

ます
3	 シイタケ、シメジ、エリ

ンギなど
4	 お酒が飲めません
5	 ピカッ、ゴロゴロゴロ
8	 音を遮断したいときには

めます
10	 社会の──として地域に

貢献する
11	 カタツムリが似合いそう

な花。鎌倉の明月院は─
─寺と呼ばれます

13	 輪島市や加賀市や金沢市
はこの県の市

15	 鎖国中にも貿易が行われ
た場所

17	 書類や伝票につきます
19	 俳優が演じたり入り込ん

だり

和え物やおひたしにピッタリ！

冷
蔵
保
存
か
ら

加
熱
ま
で
で
き
る

保
存
容
器
付
き
！

ミッキーカラフルクレヨン
ギフトセット

３名様にプレゼント！



フードコンテナ いずれか１つ
プレゼント

好
評
実
施
中
！

■年金振込
■給与または農産物販売代金振込
■公共料金口座振替　■ＪＡカード
■個人ネットバンク
いずれかの契約のある方（同時契約可） まで

ＪＡ健康診断事後指導
および相談会

糖尿病が心配な方、
　　　　ご興味のある方必見必聴！

　ＪＡでは「健康生き活き100歳プロジェク
ト」の一環として標記行事を開催します。
　健診結果を持参していただいた方に保健師・
管理栄養士がアドバイスを致します。
　また、低カロリーのお菓子の試食も行います
のでＪＡ健診を受診の方はぜひご参加くださ
い！

日　時／７月27日（金）11：30～13：30 参加申し込み受付中！

お申し込み・お問い合わせ／
最寄りの営農センター生活担当

７月13日（金）ＪＡ雄物川集出荷所２階
７月17日（火）ＪＡ横手支店２階
８月22日（水）さかえ館
10月23日（火）ＪＡ雄物川集出荷所２階
10月24日（水）ＪＡ平鹿支店２階

開催日・会場／

すべて13：30～開会です

【お申込み・お問い合わせ】金融課　または各支店窓口

昼食はカロリーや塩分を計算した
お弁当です！低カロリー・薄味でも
おいしいお食事のポイントを
実際に目で見て食べて
勉強しましょう！

「糖尿病教室」を開催します

会　場／平鹿総合病院２階　講堂
内　容／「くすりについて」
　　　　「認知症と糖尿病」
参加費／800円（昼食代）
　　　　※当日の集金になります

申　込／開催日の１週間前まで下記のお問い合
わせ先にご連絡いただくか、消化器・
糖尿病内科の外来窓口にお申し出くだ
さい。

お問い合わせ／
平鹿総合病院リハビリテーション科　事務
TEL 0182-32-5253（受付時間９：00～13：00）

平鹿総合病院

組合員親睦ゴルフ大会
平成30年度 ＪＡ秋田ふるさと杯

　ＪＡでは組合員、地域住民相互の親睦を図る
ため標記大会を開催いたします。皆様のご参加
をお待ちしております。
開催日時／９月７日（金）７：00スタート
開催場所／羽後カントリー倶楽部
プレイ代／メンバー6,700円　ビジター7,500円
　　　　　（お食事・ワンドリンク付）
　　　　　※セルフでの料金となります。
　　　　　キャディ：ハーフ（INのみ）は別途（1,400

円）申し込みが必要です
会　　費／3,000円
表彰式・懇親会／シャイニーパレス５階　18：30～
申込方法／ふるさとメール回覧用の参加申込書

にてお申し込みください
申込期限／８月１日（水）
　　　　　※定員になり次第締め切ります

【お問い合わせ】
ＪＡ秋田ふるさと　総務課ゴルフ大会事務局
TEL 0182-35-2634
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葬儀に関する不安や悩みはございませんか？

HP／https://ja-sousai-agulemu.com/

㈱ふるさと葬祭アグレム
TEL/0182-52-3930

理事会だより

住宅ローンセミナーのお知らせ

【臨時理事会】
平成30年６月12日（火）開催
議案（抜粋）
■第20回通常総代会提出議案について

【お問い合わせ】融資課 ローンセンター　TEL 0182-38-8601

職員人事異動のお知らせ

退職者のお知らせ

　下記の通り、人事異動をお知らせし
ます。（　）は旧任部署

【６月29日付】
◆金融課　平鹿病院出張所
　高橋　梨紗（金融課）

　下記の職員が退職いたしました。
大変お世話になりました。

【６月30日付】
佐藤　俊寿（営農企画課）
柴田　笑衣（平鹿支店）

【第3回定例理事会】
平成30年６月27日（水）開催
議案（抜粋）
■平成30年度ＪＡ秋田ふるさと米穀

共同計算委員の選任について
■業務報告書および連結業務報告書の

行政庁への提出について
報告事項
■平成28年産米最終精算について
■農畜産物の生育及び販売状況について
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ふ
る
さ
と
の
民
話

発　行／秋田ふるさと農業協同組合
企画･編集／総務課 〒013-0036秋田県横手市駅前町6番22号
印　刷／㈱全農ビジネスサポート秋田支店

TEL ／ 0182-35-2630
FAX ／ 0182-35-2701
E-mail ／ fu.staff@akita-furusato.or.jp 検索サイトでＪＡのホームページに簡単アクセス！

編 集 後 記ＪＡの概況 Situation

JA通信

組合員数…………………… 17,658人

（正組合員）……………… 12,843人

（准組合員）………………… 4,815人

貯金…………………1038億2448万円

貸付金……………… 328億7869万円

購買品供給高………… 16億5211万円

販売品販売高………… 5億5953万円

共済保有高（保障）……4090億4039万円

（2018年５月末現在）

　

白
い
標
柱
の
前
を
通
り
過
ぎ
る
と

目
で
追
っ
て
し
ま
う
癖
が
あ
り
ま
す
。

特
に
こ
こ
最
近
は
「
菅
江
真
澄
の

道
」
が
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。
菅

江
真
澄
は
江
戸
時
代
後
期
、
現
在
の

愛
知
県
に
生
ま
れ
た
国
学
者
・
旅
行

家
。
東
北
を
訪
れ
、
管
内
で
見
聞
し

た
こ
と
も
「
雪
の
出
羽
路 

平
鹿
郡
」

に
文
や
絵
で
記
し
て
い
ま
す
。
驚
く

べ
き
は
彼
の
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
軽
さ
。

「
歩
こ
う
会
」
取
材
で
象
潟
を
歩
く

と
、
そ
こ
に
も
彼
の
足
跡
を
示
す
標

柱
が
。
自
分
の
取
材
に
は
ま
だ
ま
だ

「
歩
き
」
が
足
り
な
い
と
実
感
し
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
き
）

　

サ
ッ
カ
ー
の
Ｗ
杯
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
書
い
て
い
る
現
在
は
、

日
本
が
グ
ル
ー
プ
リ
ー
グ
を
突
破
し

た
所
で
す
。
私
は
熱
狂
的
な
サ
ッ

カ
ー
フ
ァ
ン
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
同
じ
よ
う
に
４
年

に
１
度
の
祭
典
と
い
う
こ
と
で
つ
い

つ
い
見
て
し
ま
い
ま
す
。
日
本
代
表

は
開
幕
前
か
ら
「
お
っ
さ
ん
ジ
ャ
パ

ン
」
と
揶や

ゆ揄
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

30
を
少
し
過
ぎ
れ
ば
「
お
っ
さ
ん
」

な
の
か
と
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
私

も
今
年
で
31
。
同
じ
歳
の
メ
ッ
シ
に

負
け
な
い
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張

り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
み
）

　

昔
む
が
し
、
大た

い

し層
た
怠せ

や

み惰
だ
若あ

ん

こ者

え
だ
け
ど
。「
仕
事
は
し
で
ゃ
ぐ

ね
ゃ
。
美う

み味
ゃ
物お

の

は
食
い
で
ゃ
。
毎

日
酒
飲
ん
で
寝
で
い
で
ゃ
」
な
ん
て

考
え
で
る
愚ほ

じ
な
し者
だ
っ
た
ど
。
観
音
様

の
お
堂
っ
こ
さ
二
十
一
日
籠こ

も

っ
て

「
観
音
様
、
観
音
様
、
ど
う
が
毎
日

寝
で
で
も
食
っ
て
い
げ
る
え
た
運
、

授
げ
で
け
れ
」
な
ん
て
、
本
気
で
拝

ん
で
る
な
だ
け
ど
。
観
音
様
「
お
前

み
で
ゃ
え
た
呆
れ
だ
若
者
、
見
だ
ご

ど
ね
ゃ
。
し
た
ど
も
あ
ん
ま
り
熱
心

に
拝
む
が
ら
、
一
つ
だ
げ
福
授
け

る
」
っ
て
言
っ
て
、
表
が
黒
く
て
裏

が
赤あ

ぎ
ゃ
木
の
箆へ

ら

っ
こ
授
げ
だ
け
ど
。

「
こ
の
箆
っ
こ
の
、
ど
ご
が
尊と

で
ゃ

な
よ
」
っ
て
聞
い
だ
ば
、「
黒
い
方

で
鼻
撫
で
れ
ば
ズ
ン
ズ
ン
ど
高た

ぎ
ゃ

ぐ
な
る
し
、
赤
ぎ
ゃ
方
で
撫
で
れ
ば

ズ
ン
ズ
ン
ど
低
ぐ
な
る
。
こ
れ
で
福

呼
べ
」
っ
て
言
っ
て
消け

だ
け
ど
。
早

速
、
黒
い
方
で
自わ

あ分
の
鼻
撫
で
だ
ば
、

観
音
様
の
箆へ

ら

っ
こ

ズ
ン
ズ
ン
ど
高
ぎ
ゃ
ぐ
な
っ
た
け
ど
。

今こ

ん

だ度
な
、
逆か

ち
ゃ
ま様

に
し
て
赤
ぎ
ゃ
方
で

撫
で
だ
ば
、
ズ
ン
ズ
ン
ど
低
ぐ
な
っ

て
元
の
団
子
鼻
さ
戻
っ
た
け
ど
。

　

若
者
、「
こ
れ
で
一
儲
げ
す
る

べ
」
っ
て
思
っ
て
長
者
の
屋
敷
の

回
り
う
ろ
つ
い
で
だ
ば
、
長
者
の

嬢じ

よ様
っ
こ
、
戻
っ
て
来
た
け
ど
。
こ

そ
っ
と
近
づ
い
で
、
後
ろ
が
ら
鼻
撫

で
だ
ど
。
し
た
ば
、
ズ
ン
ズ
ン
ど
鼻

伸
び
で
き
た
け
ど
。
動
転
し
て
家
さ

駆
げ
込
ん
で
、
オ
エ
オ
エ
ど
泣
き
出

し
た
け
ど
。
長
者
、
医
者
呼
ん
で
診

で
も
ら
っ
た
ど
も
、
原わ

げ因
わ
が
ら

ね
ゃ
が
っ
た
ど
。

　

若
者
、
八は

っ

け卦
お
ぎ
さ
化
げ
で
「
俺

ら
の
八
卦
、
ど
ん
た
ご
ど
で
も
当
だ

る
」
っ
て
言
っ
て
屋
敷
さ
上
が
り
込

ん
だ
け
ど
。
藁わ

ら

を
も
掴
む
思
い
の
長

者
、「
何
ん
じ
が
頼
む
ん
し
」
っ
て

言
っ
て
、
嬢
様
っ
こ
の
寝ね

し

ぎ床
さ
案
内

し
た
け
ど
。
若
者
、
六
尺
屏
風
立
で

で
「
祈
祷
覗の

ぞ

ぐ
者
あ
れ
ば
、
効
ぎ
目

は
消
え
る
」
っ
て
言
っ
て
、
人
払
い

し
た
ん
だ
ど
。
そ
れ
が
ら
「
ご
に
ょ

ご
に
ょ
」
ど
呪
文
唱
え
な
が
ら
箆
っ

こ
の
赤
ぎ
ゃ
方
で
鼻
撫
で
だ
ば
、
み

る
み
る
元
通
り
に
な
っ
た
け
ど
。
長

者
は
喜
ん
で
、
じ
っ
ぱ
り
褒
美
は
ず

ん
だ
け
ど
。
若
者
、
褒
美
で
願
い
通

り
に
暮
ら
し
て
だ
ど
も
、
段だ

ん

だ々

ぇ

退ひ
ま
っ
け屈

に
な
っ
て
き
た
け
ど
。

　

横
に
な
っ
て
テ
ラ
テ
ラ
ど
自
分
の

鼻
撫
で
だ
ば
ズ
ン
ズ
ン
ど
伸
び
で
、

火
事
場
さ
届
い
で
し
ま
っ
た
け
ど
。

熱あ

っ
ち
し
て
熱
っ
ち
し
て
、
元
さ
戻

す
ど
っ
て
慌
だ
い
だ
若
者
、
黒
い
方

で
撫
で
で
し
ま
っ
た
ん
だ
ど
。
鼻
の

伸
び
る
勢
い
で
体
ご
ど
引
っ
張
ら
れ

で
し
ま
っ
た
若
者
、
焼
げ
死
ん
で
し

ま
っ
た
ん
だ
ど
。

と
っ
ぴ
ん
ぱ
ら
り
の
ぷ
う

●
再
話
／
中
川
文
子
　
●
画
／
佐
々
木
愉
美
子

▲ＱＲコードを読み取ると
　音声で「ふるさと民話」をお楽しみいただけます。


